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会議録（要点筆記） 

会 議 名 令和３年度 第２回 米原市子ども・子育て審議会（オンライン会議） 

開 催 日 時 令和４年３月 25 日（金）19 時 00 分〜20時 30 分 

開 催 場 所 米原市役所３階 会議室３—Ｄ（オンライン会場） 

出席者および欠席者 出席者：（オンライン参加） 

西川正晃委員（会長）、福永ひろみ委員、西川敦子委員、村山善

信委員、松島美知子委員、赤堀泰久委員、三輪恵美委員、岸根

千代美委員 

（会場参加） 

三條美和委員（副会長）、川部麻美委員、嶌真弓委員、阿原光宏 

委員、土田千恵委員、 

事務局：くらし支援部長：立木ひろみ、子ども未来局長：口分田剛 

子育て支援課：石河輝男課長、江竜和信 

保育幼稚園課：小寺真司課長、山田直樹、髙畑光昭 

欠席者：戸田光子委員、有川博延委員、東出妙子委員 

議 題 （１）小規模保育事業の認可について 

（２）特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の「利用定員」

の設定について 

（３）令和４年度における特定教育・保育施設および特定地域型保育事

業の利用予定者数について 

（４）令和４年度における放課後児童クラブの受入計画について 

結 論 ・小規模保育事業の認可について、職員数の最低基準は満たしている

が、保育の質をより高めていくため、市として今後も引き続き指導して

いくこと。 

・特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の「利用定員」の

設定について、審議会としての意見は特にない。 

審 議 経 過 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

くらし支援部長 

 

 

開会 

本日は、何かとご多用の中、また夜分お疲れのところご出席いただ

き、誠にありがとうございます。 

定刻になりましたので、ただいまから「令和３年度第２回米原市子ど

も・子育て審議会」を開催させていただきます。 

私は事務局の子育て支援課の石河です。本日の進行を務めさせていた

だきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

まず審議会を始めるに当たりまして、米原市くらし支援部長がご挨拶

いたします。 

 

皆さん、こんばんは。米原市くらし支援部長の立木です。どうぞよろ

しくお願いします。本日は、「令和３年度 第２回米原市子ども・子育

て審議会」を開催させていただきましたところ、夜分にも関わらず、ご
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出席を賜り、誠にありがとうございます。また、令和３年８月 26 日に

開催予定であった第１回審議会について、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大により、急遽書面による開催とさせていただき、委員の皆様に

は、ご迷惑をおかけしました。 

大変遅くなりましたが、皆様には、委員の就任につきまして快くお引

き受けいただきましたことに、深く感謝申し上げますとともに、日ごろ

から、本市の子ども・子育て支援事業の推進に、格別のご理解とご協力

を賜っておりますこと、この場をお借りしまして、お礼申し上げます。 

さて、今年度もあとわずかとなってまいりましたが、１年を振り返っ

てみると、この冬の想定を超える大雪に見舞われ、私たちの暮らしにも

大きな混乱が生じました。また、３月に入って東北地方では震度６強の

地震が発生し、異常気象や自然災害について心配しているところです。 

新型コロナウイルス感染症については、感染拡大から早や２年が経過

しようとしていますが、県内の感染者が昨日は 685 人、本日は 636 人と

いうことで、高まりの状況が続いており、なかなか本当に収束が見えて

こない状況でもありますが、3回目のワクチン接種など、そのあたりが

進んでくると、もう少し落ち着くのではないかなというふうにも考えて

おります。 

一方でこうした弊害の社会の中でも変化が起こってきております。コ

ロナ禍により、オンラインによるサービスが急速に広がり、デジタル社

会への転換が急速に進んでいます。本日の会議も、オンライン会議の形

式をとらさせていただいており、ご出席を賜っている状況だと思ってい

ます。 

さて、子ども・子育て支援事業についてですが、これまで、国に先駆

けて保育料の軽減を実施したほか、中学生までの医療費等の無料化、認

定こども園や放課後児童クラブの整備、給付型奨学金制度の創設など、

子ども・子育てに関する取組を総合的に推進してまいりました。 

しかし、子どもを取り巻く環境は依然として厳しい状況にあり、本来

守るべき親や大人から子どもが暴力などの被害を受け、犠牲になってい

るという痛ましい虐待の実態があり、子どもたちが当然得られるべき食

事や育ち、学び、居場所などにおいても、見えにくい貧困に伴う格差の

広がりにより、生きづらい社会の姿が表れています。 

本市においては引き続き、あらゆる状況に置かれている子どもや保護

者を支援し、地域社会全体で支えることにより、全ての子どもが健やか

に成長できる環境づくりをより一層促進し、引き続き、米原市で暮らす

こと、子育てをすることが楽しいと思える「滋賀県一子育てしやすいま

ち」を実現してまいります。 

委員の皆様には、それぞれのお立場から、子育てや子どもたちを取り

巻く環境に対して忌憚のない御意見を賜りますとともに、この審議会が

活発な議論の場となりますことを御期待申し上げ、挨拶とさせていただ

きます。どうぞよろしくお願いいたします。 
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事務局 

 

 

 

 

会長 

 

ありがとうございました。 

それでは議事に入らせていただく前に、会議の成立でございますが、

「米原市こども子育て審議会条例第６条第２項により、委員の半数以上

の出席が必要となっております。本日の出席委員数は、16名のうち、

オンラインでの参加が８名、オンライン会場での参加が５名、合計 13

名ですので、本審議会が成立しておりますことを報告します。 

本日の審議会につきましては、「米原市付属機関の会議の公開に関す

る要領」に基づきまして、公開で行います。また、審議会の議事録の要

点を無記名で、新公式ウェブサイトに公表しますので、ご了承をお願い

いたします。 

それでは、会議に入ります前に資料の確認をさせていただきます。 

資料は先にそうさせていただいております。まず、会議次第、そして、

１ページから９ページまでが資料１、10 ページが資料２です。 

11 ページから 14 ページが資料３、15ページから 17 ページまでが資料

４になっておりますが、ご準備いただけますでしょうか。 

それでは、まず開会にあたりまして、西川会長から御挨拶をお願いし

ます。 

 

皆さんこんばんは。今年度２回目の会議ということでございますが、

先ほど部長の挨拶でもございましたけれども、第１回目が書面会議とい

うことでございまして、こうして皆様と一堂に会するということが初め

てになるわけでございます。しかも、私の記憶する限りでは、米原市の

子ども・子育て審議会がオンラインで行われるのは初めてのことである

というふうに記憶しております。 

他の会議、いろいろオンラインで開催されているわけですけれども、

なかなか難しいところがあるなっていうことを感じております。まして

やこの中において、なかなか人と直接話し合うということができにくい

時代になっております。こういう時代だからこそ、先ほどのご挨拶にも

ありましたけれども、それぞれの立場で感じておられることを、やはり

率直に出していただくことが大事かと思います。ですから、今日後半で

時間がありましたら、普段、こども子育てに関するいろいろ思っておら

れることを、それぞれのお立場で意見として出していただく時間も取れ

ればと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

それでは、これから議事に移りたいと存じます。 

ここからの進行につきましては、条例第６条第１項によりまし 

て、西川会長にお願いしたいと存じます。会長、よろしくお願いいた

します。 

 

 それでは、引き続き司会を務めさせていただきます。会議が円
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滑に進みますよう、皆様どうぞご協力よろしくお願いいたしま

す。それでは、会議次第の 2、議題（1）の小規模保育事業の認可

について、事務局から説明をお願いいたします。 

 

こんばんは。米原市保育幼稚園課の高畑と申します。私の方か

らは、議題の１点目、２点目、３点目について私の方から説明さ

せていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

それでは、次第に基づき、議題１点目の「小規模保育事業の認

可について」の説明をします。資料１ページをご覧ください。 

この議題の趣旨としましては、書面会議になりました第１回審

議会会議資料でもお示ししましたように、合同会社ハイジが顔戸

地先において、地域型保育事業の一つである小規模保育事業の顔

戸ハイジ保育園の事業運営を開始されることに伴い、事業認可の

申請があり、審査の結果、認可基準を満たすものと認められまし

たので、法令等の規定に基づき、審議会の意見を聴くものです。 

資料２ページをご覧ください。こちらは、認可申請の概要を示

しています。 

まず、事業区分については、第１回会議資料では小規模保育事

業のＢ型で申請予定とお伝えしていました。Ｂ型の保育従事者の

配置基準では、預かる子どもの人数から必要となる保育従事者数

のうち、半数以上が保育士で、残りは研修の受講を修了した者で

可とされていますが、顔戸ハイジ保育園では、必要とする保育従

事者について全て保育士を確保することができるようになったた

め、保育従事者全員が保育士資格を有する者という認可基準にな

っているＡ型に切り替えて申請されました。 

続いて、資料３ページ以降は、認可申請の審査項目とその審査

結果を示しています。全ての審査結果については資料８、９ペー

ジに掲載していますが、ここでは、特に、書面会議の際に委員の

皆様から関心の高かった審査項目を中心に掲載しました。本日の

説明では、時間の都合上の一部を抜粋して紹介します。 

審査項目は、大きく、児童福祉法の規定に基づき審査する設置

者に関する審査基準と市の条例の規定に基づき審査する設備およ

び運営に関する審査基準の２つに分かれます。 

まず、設置者に関する審査基準では、経済的な基礎、社会的信

望、所属長の知識・経験、禁固刑等の一定の要件に該当しないこ

とといった４つの審査項目になっており、いずれにおいても審査

基準を満たしていることを確認いたしました。 

続いて、設備および運営に関する審査基準です。第１回審議会

の書面会議でも、近隣の保育施設との連携について御意見いただ

いておりました。認可基準では連携施設を確保することとなって

いますが、確保すること自体が困難な状況にあることから、子ど
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も・子育て支援法で法の施行後 10 年間は連携施設の設定を要し

ない経過措置が定められています。そうした中、顔戸ハイジ保育

園では、公立のおうみ認定こども園と保育内容に関する支援につ

いて連携し、合同保育や行事参加等で交流される計画になってい

ます。 

資料４ページ、５ページでは、それぞれ面積基準と職員配置基

準について計算根拠と結果についてお示ししています。 

資料５ページでは、保育内容に関する審査結果について掲載し

ています。地域型保育事業では、国が定めている保育所保育指針

に準じて保育を実施することが定められています。保育所保育指

針では、保育内容が組織的・計画的に構成され、保育所での生活

全体を通じて総合的に展開されるように全体的な計画を作成する

こと、子どもや家庭の状況等を考慮しながら、長期的な見通しを

もって作成すること、全体的な計画に基づく指導計画等の各種計

画を通じて創意工夫して保育できるように作成すること等が示さ

れています。この考え方を踏まえ、全体的な計画の審査に当たっ

て養護と教育の位置づけや特色を生かした保育など資料に記載の

とおりの着眼点を設定しました。顔戸ハイジ保育園の全体的な計

画は資料６ページに掲載していますが、審査の結果、着眼点に対

して適切に作成されていると認められました。 

この他にも市の条例に規定されている審査項目について、全て

審査を行った結果、いずれも審査基準を満たしていると認められ

ましたことを御報告します。 

認可に当たって、御意見をいただきますようよろしくお願いし

ます。 

 

ありがとうございます。ただいま事務局から説明がありました。説明

の中で、市基準を満たすものと認められるとのことでしたけれども、認

可に当たっては子ども・子育て審議会の委員の意見を聞くということが

求められていますので、今ご説明いただいたことについてご意見をいた

だきたいと思います。もちろん、質疑応答も含めてですので、もし質問

がありましたら、それでも結構でございますので、ご質問いただければ

と思います。よろしくお願いいたします。いかがでしょうか。 

 

資料５ページのところに、職員数の記載がございました。資料５ペー

ジの上の部分でございます。配置基準を満たしているというご説明でご

ざいました。質問なんですが、ちょっとあまり知識がないのですが、こ

ういう福祉施設とかですと、国が定めている配置基準というのは、結構

最低限度の基準というのを示しておられるのかなと思います。保育士配

置基準が 4.66 人で、こちらを超えているということなんですが、やっ

ぱり子どもさん、あるいは保護者さんがより安心して利用できるという



 6

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

会長 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

ことになりますと、プラスアルファの配置というか質を上げていこうと

思うとそういうのが必要かなと思うんですけれども、この 4.66 人に対

して常勤５人非常勤１人っていうのを一般的に見て十分な配置人数と見

ることができるのか、保育士をなかなか確保するの難しいと思うんです

けど、一般的に言うと十分な配置基準を満たしてるってのは当然なんで

すが、そのあたりちょっと教えていただけたらなというふうに思います

よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。ご意見というよりも、保育士の最低の配置

基準はクリアしているけれども、現状としてはどうなんですかっていう

ようなところだと思いますが、このことについて事務局いかがでしょう

か。 

 

今ほど委員がおっしゃられましたように、この基準というのは最低基

準を示しているものでございます。この 4.66 人に対して、常勤５人、

非常勤１人の体制で十分かどうか、とりあえず最低基準は満たしている

けれども、それで質が担保できるか、といったところだと思います。こ

の最低基準を超えていれば全く問題ないではなく、基準を上回るように

事業者を指導していかなければいけないということが条例で定められて

いますので、今後の指導監査等を通じて、より充実した配置となるよう

指導していくのが我々の役目であると感じております。 

 

よくわかりました。よろしくお願いいたします。 

 

はい。ありがとうございました。より充実するよう今後指導していく

というお答えがありました。継続的に見ていっていただけるというお答

えだったと思います。ありがとうございます。はい。他いかがでしょう

か。どんなことでも結構でございます。 

 

私の方からなんですが、Ｂ型からＡ型に変更されたっていうのはどの

段階でしたでしょうか。前回の書面会議のときはＢ型で、本会議ではＡ

型ということでよろしいでしょうか。 

 

書面会議のあと事業者と協議する中で、令和３年 12 月頃であったか

と思いますが、事業者から保育士を募集されて、配置基準で必要な職員

数を全員保育士で確保できるとなったことからＡ型となりました。 

 

はい。わかりました。ということは、書面会議の際はＢ型での申請で

あったが、それで認めていく予定だったけれども、その後保育士の確保

ができる目途がついたことから、結果的にＡ型、つまり、全職員が保育

士資格を有するということでございますね。 
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はい。 

 

Ａ型になったということですので、そういう意味で言うと、全職員が

保育士ということなので、特に問題はないということでございますね。 

 

そうです。 

 

はい。わかりました。確認させていただきました。ありがとうござい

ます。どんなことでも結構でございます。皆様他にいかがでしょうか。 

 

連携を図る先がおうみ認定こども園ということで。保育内容ですと

か、全体計画ですとか、管理計画ですとか、繋がりの情報交換などにつ

いては、少しずつ始められればいいなというふうに思っております。 

４月初めから十分にこれをクリアしながらやっていくっていうことで

はなく、徐々に、やっぱり定着して欲しいなという思いもありますの

で、できるところから具体的に現場の職員と探り合いながらできるとい

いなと、準備を整えられたらいいなというふうに思っているところで

す。以上です。 

 

ありがとうございました。今の段階では、連携というか、年度末いろ

いろとある中で、なかなかできていないということでございますね。 

 

今は、全体計画について情報交換ですとか、それから両園のすり合わ

せを４月に行いましょう。というようなところは話をさせていただいて

いるところです。歩くには少し距離が遠いので、何ができるかというと

ころ、それから直接の交流というのはコロナ禍の中で難しいので、どう

いう形でできるか模索していきましょう。そういったことを４月に具体

的に話し合えるといいなというところまで決まっているという状況で

す。 

 

はい。わかりました。ちょっと用語で「両園のすり合わせ」っていう

のは具体的にどういうことですか。 

 

例えば何か運動会を見に来るとか、そういったことがどこまで可能

か。というような擦り合わせの意味です。 

 

わかりました。子どもたちの実際的な行事や生活の中で、行ったり来

たりするっていうことがどこまでできるかっていうことの意味ですね。 

 

はい。 
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わかりました。かなり具体的な部分まで連携していくということを考

えておられるとのことでございます。その辺りの具体的なところをご発

言いただきました。ありがとうございました。 

 

他にご意見いかがでしょうか。かなり前回の書面会議でいろいろとご

意見いただいているようでございますけれども他にありますでしょう

か。 

一つ意見として、やはり職員数の最低の基準よりも、やはり充実した

質を高めていくために、保育をより充実していけるよう、今後市として

指導していくというところでございますので、そのあたりを審議会の意

見として残してもいいのではないかなというふうに考えております。よ

ろしいでしょうか。 

 

それでは皆さんよろしいでしょうか。ありがとうございます。皆さん

うなずいていただいておりますので、次に進みたいと思います。 

それでは、会議次第の２、議題２の特定教育・保育施設および特定地

域型保育事業の「利用定員」の設定について、議題３の令和 4 年度にお

ける特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の利用予定者数につ

いて、この２件は関連しますので、事務局から併せて説明をお願いいた

します。 

 

それでは、次第に基づき、議題２の「特定教育・保育施設における

「利用定員」の設定について」と議題３の「令和４年度における特定教

育・保育施設および特定地域型保育事業の利用予定者数について」の２

件について、関連しますので併せて御説明します。まずは、資料 10ペ

ージを御確認ください。 

議題２の利用定員の設定に関する趣旨としましては、令和４年度に新

設となる米原保育園分園きらめき園と顔戸ハイジ保育園の利用定員を設

定するに当たり、子ども・子育て支援法第 31 条第２項および第 43 条第

２項の規定に基づき、審議会の意見を聴くものになります。 

まず、資料にある認可定員と利用定員という語句の説明をします。認

可定員というのは、事業者が施設の認可を受ける際に、その施設の面積

や人員配置など法令や条例で定められた認可基準を満たす定員のこと

で、保育所や認定こども園は滋賀県、地域型保育事業は米原市が認可す

る定員のことを言います。そして、利用定員は、施設ごとに過去の利用

実績や今後の利用見込を踏まえて設定する定員のことで、認可定員の範

囲内で設定するものになります。 

令和４年度は、社会福祉法人大樹会が米原保育園の分園としてきらめ

き園を新設し、２号認定子ども、これは保育を必要とする３歳以上の子

どものことを指しますが、その定員を 12 人、そして３号認定子ども、
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これは保育を必要とする３歳未満の子どもを指しますが、その定員を

18 人で設定する申請をいただいています。また、１点目の議題で説明

しました顔戸ハイジ保育園では、３号認定子どもの定員を 19 人に設定

する申請をいただいています。 

そして、社会福祉法人石龍会が設置する醒井保育園と社会福祉法人大

原福祉会が設置する大原保育園では、令和４年度の利用調整の結果、現

在の利用定員よりも下回る見込みになったことから、利用定員をそれぞ

れ 10人ずつ減少させる変更届をいただいています。 

その結果、令和４年度の利用定員は２号認定子どもで計３人の減少に

なりますが、３号認定子どもでは 32 人の増加となっています。 

続いて資料３に基づき、令和４年度の利用予定者数について説明しま

す。資料 11 ページをお開きください。 

まず、資料 11ページにあるのは、第２期米原市子ども・子育て支援

事業計画の中から抜粋した令和２年度から令和６年度までの期間におけ

る教育・保育の量の見込みと提供体制になります。ここで「量の見込

み」とあるのは保護者からの利用ニーズの量のことで、「確保の内容」

とあるのは、利用ニーズを受け入れるために確保を要する定員のことを

指します。令和２年度と令和６年度の「量の見込み」を比較していただ

くと、３歳以上を示す１号認定子ども、２号認定子どもでは、ニーズ量

が減少傾向にあるのに対して、３歳未満を表す３号認定子どもではニー

ズ量が増加傾向にあり、そのニーズ量を受け入れるための定員を確保し

ていくという計画になっています。 

この計画値に対して、資料 12ページでは、確保の内容や利用者数の

実績を示しています。 

先に資料の訂正について説明します。表の下にある※印の２点目の説

明で、令和４年度の「確保の内容(計画値)」は、子ども・子育て支援事

業計画の計画値を記載している旨の説明書きをしていますが、資料中の

R04 の「確保の内容(計画値)」に表示されている数値、合計 1614 人と

あるのは、計画値ではなく、先ほどの資料 10 ページで説明しました実

際に予定している令和４年度の利用定員となりますので訂正します。 

さて、資料をご覧いただきますと、令和４年度で実際の確保の内容が

1614 人に対して利用者数の見込みが 1353 人になっており、差引 261 人

の定員が過剰になっています。これは、主に３歳以上児の定員と利用者

数の差に起因するもので、１号認定子どもが 182 人、２号認定子どもが

42 人で合計 224 人の定員が過剰となっています。少子化の影響で子ど

もの総数が減少していることで、これまでに設定してきた利用定員が過

剰になっている現状があるため、幼稚園の在り方をはじめ、３歳以上児

の定員設定について見直しが必要となっています。 

次に、３歳未満児について見てみると、０歳児が９人、１・２歳児が

28 人で合計 37人の定員が過剰になっていますが、現在の計画に見込ん

でいない米原小学校区の住宅開発が計画されているため、低年齢児を中
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心に潜在的な保育ニーズの存在が見込まれます。 

こうした状況の中、令和４年度には、米原保育園分園きらめき園と小

規模保育事業所・顔戸ハイジ保育園の新設に至りました。 

次に資料 13 ページでは、待機児童の発生者数の推移をまとめていま

す。令和３年度に生じた待機児童は、令和４年４月１日時点で解消する

見込みとなっています。 

最後に、利用者数、利用定員に関する園ごと、地域ごとの内訳につい

ては、資料 14ページに参考資料を掲載していますので、御確認くださ

い。 

以上、議題２と３の説明とさせていただきます。利用定員の設定につ

いて御意見をいただきますようよろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。先ほどと同様、利用定員の設定についても

審議会の意見を聴取しなければならないと決まっております。 

今の説明からご意見を求めるところでございますがいかがでしょう

か。ちょっとややこしい説明の内容の部分もあると思いますので、質問

等ありましたらご遠慮なさらずにお願いいたします。いかがでしょう

か。 

 

事務局もう一度確認させてください。やはり、少子化の影響が出てき

ているので、３歳以上についてはかなり余裕というか、数値的には余っ

てきているんだけれど、３歳未満においては、特に米原小学校区のとこ

ろのお話もありましたけども、これからもますます必要になってくると

いう理解でよろしいでしょうか。 

 

はい。その通りです。 

 

ありがとうございました。少子化の影響というのが出てきているなっ

ていうのが、これは米原市だけではなくて他の市町においても同様です

けれども、だんだんと子どもの数の減少っていうのは顕著に見えてきて

いるなっていう印象でございます。 

質問でも意見でもないんですが、感想を述べさせていただきました。 

委員の皆様、利用定員についてのご意見いかがでしょうか。 

 

定員についてちょっとわからなかったんですけれども、ちょっと数字

ばかりでわからなかったんですけれども、今ほどのハイジ保育園ときら

めき園の方で、今後、乳児の定員確保をしていくということをおっしゃ

っていただいたんですけど、今後何年ぐらいそのままで乳児の定員確保

をしていけるのか、どのくらいの目途なのか、米原市の子どもの推移と

いうのはどのような感じなのでしょうか。 
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乳児の利用定員について、今後増えていくのだけれども、今後利用定

員をどのようにしていくかという方向性について、具体的な数値は多分

わからないと思うんですけど、方向性として何か見えているものがあれ

ば教えて欲しいということですがいかがでしょう。 

 

保育幼稚園課の小寺でございます。ありがとうございます。先生もお

っしゃられたように、０歳から２歳児の保育の需要が増えている状況

と、一方で３歳から５歳児の数が減少している状況があります。米原駅

周辺については、大規模な住宅開発が予定されており、年齢児のお子さ

んが増えてくるような、予測をしています。 

やはり、今先ほど申しました小規模保育事業のハイジ保育園ときらめ

き園はできましたが、これにあわせまして、駅周辺につきましては保育

の受け皿を、今後確保していく必要があると考えているところでござい

ます。 

特に米原駅周辺につきましては、米原小学校区内につきましての、保

育需要への対応が必要になっていると思ってるところでございます。以

上でございます。 

 

ありがとうございます。多分これらの数字は、いろいろな調査等に基

づいて出ている数字なんですけれど、おそらく令和４年度が中間見直し

の年度に当たると思います。また、その件について具体的に皆様からご

審議いただくことになるかと思います。５か年計画の中間年で、もう一

度数値を見直していくことをしなければなりませんので、またご意見い

ろいろとちょうだいできればと思います。いずれにしましても、やはり

３歳未満児の定員はこれからも確保していかなければという方向である

ということでございます。 

 

他にいかがでしょうか。委員の皆様、いかがでしょうか。いろいろと

こう数字が並んでいるのでそのあたりについてのご質問でも結構でござ

います。 

 

先ほどお話がありましたように、住宅団地もありまして今後も子ども

が増えてくる地域と、それから、今私が通っている大原保育園の地域は

山東地域でありますので、もうちょっと、これ以上子どもたちもそんな

に増えていかないっていうのもありまして。実績としましても、ここ

３、４年、定員を超えることがないので、今回、そういうことで変更の

手続をしていただいたということになります。 

今後を考えても、子どもが大きく増えていくということは、大原保育

園の地域としてはないんであろうということも聞いております。そうい

う地域と、今後も子どもが増える地域とで、差があるかなというふうに

は思っております。 



 12 

 

会長 

 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

会長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。委員は大原保育園ということでございます

ので、その辺りについて、やはり地域によってかなり差がありますよ

と。増えていくところとやはり減少傾向であるというところ、そのあた

りが明確になってきているというご意見でございました。 

 

ありがとうございます。いかがでしょうか。保護者の立場で。何かご

意見ございますでしょうか。 

 

特にありません。 

 

ありがとうございます。すみません。ご指名させていただいて申し訳

ないです。じっくりと数字等を読んでいただいているところだと思うん

ですがいかがでしょうか。 

 

はい、すいません。数字的に気になったのは、山東幼稚園です。既

に、今後どうしていくのかっていうお話をされているんだと思うんです

けど。やっぱり、幼稚園だけのところはもうなくなっていく方向なのか

なっていうのを思いながら見ていました。 

 

ありがとうございました。やはり、３歳以上のところの数がかなり減

少してきているということで、幼稚園が今後どうなっていくのかってい

う感想というかご意見を述べていただきました。ありがとうございま

す。 

 

ほか、いかがでしょうか。そうしましたら、利用定員につきまして

は、いろいろとご質問等、今後の推移なども心配するし、今後どうなっ

ていくのかっていうご意見もございましたけれども、今回お示しいただ

いた利用定員については、特に意見がないということになるかと思いま

す。それでよろしいでしょうか。 

 

ありがとうございました。それでは、利用定員の方はこれで終わらせ

ていただきたいと思います。次に進みたいと思います。 

会議次第２、議題４の「令和 4年度における放課後児童クラブの受け

入れ計画について」、事務局からご説明お願いいたします。 

 

子育て支援課の江竜です。私の方からは、議題４「令和４年度におけ

る放課後児童クラブの受入計画について」ご説明します。資料の 15ペ

ージ、資料４を御確認お願いします。 

まず、この表は、第２期米原市子ども・子育て支援事業計画に定めら

れた、令和２年度から令和６年度までの放課後児童クラブの量の見込み
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と提供体制となります。令和４年度については、量の見込みは 908 人、

確保方策は、11 か所、990 人の目標設定としています。 

つづきまして、利用申込者数の推移ですが、年間利用、長期休業期間

利用とも年々増加傾向にあります。令和２年度、令和３年度で申込者数

が減少しているのは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う利用

自粛によるものです。 

つづきまして、16ページを御確認お願いします。 

令和４年度については、公設公営・公設民営の児童クラブを市内 10

か所、18支援単位で開設します。令和４年度の利用見込みについて

は、表にありますように、令和４年１月末現在で、年間・長期を合わせ

て 883 人に入会を決定し、令和３年度より 68 人多く受け入れを行いま

す。夏休み以外の春休みや冬休みだけ利用できる一部入会が８人、保護

者の就労予定などによる保留が 30人、夏休み等の長期休業期間の待機

が 17人となっています。 

米原小学校区の児童クラブについては、令和４年４月１日から米原第

２児童クラブの運営を開始することから、令和３年度まで発生していた

年間利用の待機児童は、解消することとなりました。 

また、子ども・子育て事業計画に定められた量の見込みと提供体制と

の比較ですが、確保方策の「か所数」についてですが、計画の 11 か所

に対して実績は 10か所となりました。これは、米原社会福祉協議会が

運営していた「近江げんきっズ坂田」の事業終了によるものですが、坂

田第１児童クラブ「さかっこクラブ」が事業継承していることから、減

少による影響はありません。 

つぎに、確保方策の「人数」についてですが、計画の 990 人に対して

実績は 965 人となりました。これは、小学校の児童数減少から定員を減

少させたためで、受入施設の面積としては計画の 990 人分を確保してい

ます。 

最後に、量の見込みの「人数」ですが、計画の 908 人に対して実績は

938 人となりました。これは、米原小学校と坂田小学校区の児童クラブ

申込者数が想定以上に多かったことによるものです。 

最後に 17ページはご確認お願いします。 

令和４年度放課後児童クラブの受入体制で変更が生じるクラブについ

て説明させていただきます。 

まず、米原第１児童クラブ「まいはらっ子クラブ」は、旧米原幼稚園

と米原小学校内の専用施設で運営してきましたが、令和４年度からは旧

米原幼稚園のみでの運営となります。これに伴い、令和４年度の定員

は、170 人から 120 人へと減少しますが、３支援体制を維持して見守り

体制の充実を図ってまいります。 

つづいて、米原第２児童クラブ「あしたばひろば」です。令和４年４

月１日から開設する新設クラブです。米原駅周辺の新興住宅地の開発が

進み、米原小学校の児童数が増加していることから、令和３年度に運営
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団体の公募を行い、新たな運営受託者として選定しました。 

令和３年度に米原小学校グラウンド内に整備した専用施設と、まいは

らっ子クラブから引き継いだ米原小学校内の専用施設を合わせて運営を

開始します。定員は 170 人です。なお、運営受託者の株式会社明日葉

は、関東を中心に約 410 か所で放課後児童クラブを運営されている株式

会社で、滋賀県では米原市が初となります。 

つづいて、坂田小学校区では、利用児童数が多い地域となっており、

令和３年度に引き続き、専用棟と旧坂田診療所で運営する坂田第１児童

クラブ「さかっこクラブ」と近江学びあいステーション内で運営する坂

田第２児童クラブ「お家笑里クラブ」の２クラブ体制で運営を行いま

す。 

最後に、大原児童クラブ「はらっぱ」は、大原小学校に隣接する専用

棟と旧大原幼稚園で開設します。長期期間中の定員に対して申込みが多

く待機児童が発生していますが、受入施設の面積や支援員の確保等によ

り、これ以上の受入が困難な状況となっています。 

以上で、議題４「令和４年度における放課後児童クラブの受入計画に

ついて」説明を終わります。 

 

はいありがとうございました。 

次年度の放課後児童クラブの受け入れ計画について具体的に事務局か

らご説明をいただきましたが、何かご質問やご意見ございますでしょう

か。人数としては確保されているという状況であるということでありま

すが、何かお気づきの点ございますでしょうか。 

 

すみません。私の方からよろしいでしょうか。 

 

はい。お願いします。 

 

米原第２児童クラブ、16ページですけれど、米原第２児童クラブの

定員についてですが、Ａ、Ｂの支援単位合わせた定員についてですが、

年間が 120 人、長期期間中が 50 人で合計 170 人です。申込合計が 122

人となっているんですが、空きがまだあるということでしょうか。 

 

 子育て支援課長の石河です。今、おっしゃられた通りです。定員 170

人に対しまして、申込者が 122 人ですので、まだ 50 人近くの余裕があ

るという状況です。 

 

 そうですか。ありがとうございます。そしたら、例えば、大型の住宅

団地が建設されるということを見込んだりとか考えたりして、第２児童

クラブの方を整備されたっていうことでしょうか。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はい。今おっしゃられたとおり、将来的な住宅開発による利用者の増

加を見込んだ形で、定員設定、整備をさせていただいたところでござい

ます。 

 

私は、まいはらっ子クラブ、米原第 1 児童クラブを運営させていただ

いているんですけど、何て言うんでしょうか。なかなか、支援員の人数

の確保とかなかなか大変な状況になってます。また、別の問題として、

例えば、保護者の方のお迎えなんかも、夕延長という制度があるので、

結果、お迎えがすごく遅くなる。特に一年生、入学される前、入学直後

の児童なんかは、クラブや学校で１日過ごされるだけで疲れますわね。

最初の時は特に。そんなときでも、お迎えが 19時前とか、18 時半過ぎ

るとか、そういう子どもたちが、もう 20 人ぐらいいるんですね、毎

年。ちょっと、本当にこれでいいのかなっていうようなことを、私たち

現場の者は、よく話をするんです。例えば、もう少し保護者の親御（祖

父母）さんに面倒見てもらうとか、そのような状況で働くのも大変かと

は思うんですけど、こういう状況でいいのかないうことを本当にいつも

思います。 

そのようなことも踏まえながら、本当に、働かなかったら無理な、働

かなければならないおうち、保護者そういうご家庭の子どもさん、もち

ろんそういう子どもさんは預かるんですけども、保護者の親御さんに見

てもらえるようなおうちは・・・。確かにあると思うんです。そういう

ようなところを見極めるような利用決定の仕方、そういったものをもう

少し考えられないかなと思います。 

 

 はい、ありがとうございました。やはり、現場におられる委員だから

こそ、かなり厳しい現状っていうものをお話しいただきましたが、事務

局、いかがでしょうか。今のことに関して。 

 

 今、厳しい現実的なお話しをいただいたのかなあと思います。放課後

児童クラブというものは、確かに保護者支援の立場で実施しているもの

でございますし、通常は６時まで、そして延長して６時半というのがあ

りますけれども、お受けさせていただくのが事業の特性上、これは必要

な制度であると思います。審査をした上で必要という方には提供させて

もらってるんですけども、中には他に見ていただける方もおられるとい

うのが現実としていらっしゃるということは、こちらとしてもいろいろ

と思うところであります。 

入会の説明会を開催させていただいた時、特に一年生で始めて利用さ

れる保護者さんには、お時間の話をさせていただいて、６時半の延長で

の場合でも必ず６時半までにはお迎えをお願いしますと説明させていた

だいたところではあるんですけれども、現実的には守っていただけない

ケースもあるということを認識しています。今後もお迎えの時間のルー
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会長  

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

委員 

ルについては守っていただくようにご案内をしていきますし、現場の皆

様にも、遅れてお迎えにこられる保護者さんには、早めのお迎えという

のを訴えていっていただければと思います。 

 

 なかなか難しいですね。保護者の方にはお話しはしていただいている

けれども、やはり利用者のモラルというか。やはりそういう問題をしっ

かりと出していただくっていうことがこの会議では大事かもしれません

ので貴重なご意見ありがとうございました。 

 

 表を見て思ったのですが、大原児童クラブで待機児童が 15 人。この

人数はとても多いなと思ったんですけど、資料を見ると受入体制が困難

な状況となっていますと書かれていますけれども、これについて何か対

応されていらっしゃるのでしょうか。 

 

 はい。ありがとうございます。大原児童クラブのことについて、何か

対応されているかというご質問ですが、事務局いかがでしょうか。 

 

大原児童グラフは大原小学校のすぐ裏にあるんですけれども、以前は

校舎内の特別支援学級を利用しておりました。ただ、児童クラブの利用

希望者が増えるにつれ、これ以上学校に空きスペースがないということ

と、学校から児童クラブへの転換が難しいということで、数年前に大原

小学校の裏にある旧大原幼稚園の隣に増築をさせていただいて、旧大原

幼稚園と新しい建物２棟を放課後児童クラブの専用棟とし、定員 130 人

としたところです。年間を通じて利用されるという方につきましては、

この施設整備で何とかお受けできていてるんですけれども、長期利用の

みの利用者が、特に夏休みなんですけれども、どうしても高学年の４年

生以上の方には少しお待ちいただいてる状況が実は続いています。 

長期利用のみの方も受けていかなければならないということも確かに

あるんですけれども、やはり支援員さんの確保の問題であったり、保育

の場所ですね、学童保育の場所の確保が非常に難しい、以前は小学校の

中でやっていたんですけども現状はそれも難しいということで、専用施

設を建設させていただいたんですが、それ以上の定員確保のための施設

整備が現状としては厳しいという状況です。このため、長期利用のみの

方については一部どうしてもお待ちをいただいてる状況、現状が続いて

るというところでございます。 

 

はい、わかりました。支援員の確保や場所の問題いろいろな問題があ

りますが、現状を放置しているわけではないというお話しでした。よろ

しいでしょうか。 

 

はい。 
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会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

会長 

 

 では、続いてお願いします。 

 

 私も全く同じ質問をしようと思っていました。実は私も子ども、小学

校の子もいますし、上の子は学童で６年間お世話になりました。やはり

年間利用の待機がなくなったのは非常に喜ばしいことかなと思うんです

けれども、やはり働いてる母としては、長期の夏休みなどは特に息抜き

として居場所が必要だと思うので、小学校４年生以上なのでできるかど

うかわかりませんけども、この大原児童クラブさんの待機が続いてるっ

ていう現状について、何とか解決の方法を探っていただけたらなと思い

ます。以上です。 

 

ありがとうございました。やはり、今すぐにっていうことが難しいっ

ていうのは多分委員の皆さん、ご質問とかご意見を出しながらよく理解

されていることなんですが、やはり、ここでこういうふうに意見を出し

ていただくことによって、しっかりやっていこうよ、っていうことが再

確認できると思いますんで貴重なご意見ありがとうございました。 

 

はい。それでは放課後児童クラブについてのご質問、以上でよろしい

でしょうか。それでは、少し時間ありますので、最初にも挨拶でお話を

させていただきましたが、それぞれの立場で、何か今感じていること、

子ども・子育てに関する取組、あるいは構想、子ども・子育てについて

日頃悩んでいることなど、いろんなお立場の方が集まっておられますの

で、せっかくの機会ですので、ご意見いただければと思うんですけれど

もいかがでしょう。何かございましたら発言していただければと思いま

す。 

特に今日の議題に上がっているところということではなく、いかがで

しょうか。 

 

山東幼稚園の件ですが、私の子どももお世話になっていて、子どもが

少ないということで、今年度山東幼稚園の在り方検討の会長をやってい

まして、引継ぎで次の会長に２時から４時半までの一時預かり保育を徹

底してするようにということを次年度に引き継いでいます。次の会長さ

んも何かやるということを言っておられますので、そこは良かったと思

っています。以上です。 

 

はい、ありがとうございました。少しでも一時預かり保育を充実して

いくっていう方向で来年度行くんだよっていうところの取組の一端をご

紹介いただきました。ありがとうございました。 

 

いかがでしょうか。私からの指名で申し訳ないですが、委員おられま
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会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

委員 

 

 

 

すでしょうか。何かご意見、特に保護者会として代表で出ていただいて

おりますけど、何かお感じになっておられることとか、今まで皆さんが

ご質問されたこととか、なんでも結構ですので。 

 

市の方からの説明についてよく理解できました。全くちょっと全然違

う話なんですが。的外れな話になるかもしれませんが、ハイジ保育園は

ちょうど大きな道路沿いでやってますよね。０歳児から２歳児までと小

さいお子さんなので問題ないのかもしれませんが、あの辺りは、どうし

ても交通量が増えていますので、やはり事故など、例えば何かイベント

があったときなど、信号のある交差点がすぐ近くにありますので、そう

いった交通安全の点について心配します。当然考えてらっしゃると思い

ますが、その点、どういった対策をされるのかなと思いましたのでちょ

っと質問というか意見になりますが、話をさせていただきました。 

 

ありがとうございました。立地からしてかなり交通安全という部分に

配慮しなければならないっていうご意見でございます。もし事務局何か

この件に関してありましたら、回答をお願いします。 

 

 まず、交通量の多い道路に隣接していますので、特に子どもさんのこ

とですので、交通事故といったそういったものが起こらないように、施

設の施錠管理を徹底するようにという指導はさせていただいておりま

す。 

あと少し危惧してる部分としましては、現状フェンスがちょっと低い

ですよね。近くにお住いの方はご存知だと思いますけれども、子どもさ

んが飛び出せるような高さではないんですが、外からの進入については

少し低いのではないのかなと。こういったについて、保護者さんへの説

明会などで出てきたというような声も聞きますので、そちらについては

事業者の方と協議してネットを張るなどして対応していただける予定で

す。また、今後もいろいろご意見もいただきながら、事業者と協議しな

がら、より安心安全な事業所ということで、継続して運営していただけ

るように、こちらも指導なり支援をしていただきたいと考えています。

以上です。 

 

ありがとうございました。また今後事業者とお話をされる中で、審議

会でもこういった心配も意見として出ていたということはどこかで伝え

ていただければというふうに思います。よろしくお願いいたします。 

  

 前回のアンケート結果の中で、今日の議題とは外れてるんですけれど

も、私が若いお母さん方と接してる中で、米原市は子育てにやさしいと

言われながら、総合的な公園なないんですよね。 

土日とかにお母さん方が、遊びに行くところ、親子で遊びに行く公園
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会長 

 

委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

がなくて、彦根市や長浜市に行かないと大きな公園がないと、そういう

公園を作るっていうのがこのあいだのアンケートの中で、少し書かれて

いたかなと思うんですけれども、何かこれからの計画の中にそういうの

は入っているんでしょうか。 

 

 委員ありがとうございました。私もこの子ども・子育て審議会に結構

長く関わらせていただいていますが、この米原市の審議会の特徴的な意

見として公園整備が必ず出てきます。 

米原市に公園がなくて、彦根市や長浜市に行っているとか、そういっ

た意見はずっと出ているわけですけれども、また今日もご意見としてい

ただいたわけですけれども、事務局いかがでしょうか。この辺りについ

て、今すぐこうですよっていうような具体的なことは出ないにしても、

何かありますでしょうか。 

 

今、米原市で都市公園の整備の計画が進んでおり、議論も始まってい

ます。そのことについて、市役所の方からも何か言ってもらえると思う

んですけど、どんな公園がいいかっていうのを利用する市民の方からも

どんどん上げていこうということで、そのようなことを検討するイベン

トを今、計画をしているところです。アンケートに公園を作って欲しい

っていうことを書かかれている人にぜひ来て欲しいと思ってるんですけ

ど。それをどのように届けていくかっていうのを、ちょっとこの間もい

ろいろ話をしていました。そういう意見を集めるために、「みんなでつ

くる都市公園プロジェクト ＤＩＹパーク‼2022」を開催して、皆さん

の意見を集めようとことをお知らせします。 

1 回目のＤＩＹパークを５月 29 日にやるっていうことが先日決まり

ました。また、お知らせがあると思いますが、場所は米原文産会館の斜

め前ぐらいにある、米原第３公園で開催します。ここで、どんな公園が

あればよいかっていうことをみんなが持ち寄ってやってみましょうって

いう感じで開催します。ぜひその公園を作って欲しい人に参加して欲し

いなと思います。 

 

ありがとうございます。 

 

コロナ禍もあり、途中少し止まっていました。以前やってたときは、

どこっていう公園の具体的な場所がまだ決まってなかったと思うんです

が、今回は場所も既に決定していまして、入江、彦根市との市境のあた

りになります。そこら辺にできるということで場所も決まっています。 

 

はい。ありがとうございました。 

委員が、かなり前からずっと継続して力を入れておられることだと思

いますが、この件について事務局いかがでしょうか。 
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会長 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

子育て支援課の石河です。今ほど委員がおっしゃっていただいた部分

の補足的な話になるんですけども、緑の基本計画というのがありまして

その中でこの市民公園の整備っていうのが位置付けられてまして、今福

永委員がこの審議会の委員に就任いただいてるということで、概要の方

は話していただいた通りです。 

彦根市との市境付近ですね、入江、磯という所ですが、もうほとんど

彦根市に近いところなんですけど、その付近に公園整備っていうのがさ

れると聞いております。 

今から市民の皆さんの意見を聞きながら、議論を進めているところで

ございまして、皆さんに、今情報提供いただいた通り、少し彦根市寄り

ですけれども、今公園の整備が進んでいるように聞いておりますので、

一歩前進してるのかなということでございます。 

 

補足いただきましてありがとうございます。やはりこうしてずっと重

ねて意見を出していく中で、継続した議論、取組みをいただいていると

いうことがよくわかります。ありがとうございます。 

 

はい。何かご意見いかがでしょうか。 

 

今の公園のお話のことなんですけどね。私は子どもさんを見ていまし

て、公園を利用して思うことは、やはり、小さいお子さんは遊具で遊ぶ

ことが多かったりします。同じ場所で小中学校の子どもさんがサッカー

をされていると、危なかったり、走り回ったりすることがやっぱり難し

い場合があります。小さい子どもさんと小中学校の子どもさん、この利

用を上手くできできないかなと思ってます。どうしたらいいでしょう

か。 

 

はい、ありがとうございます。年齢によってやっぱり遊び方が違うの

で、それをどういうふうにしていくのかっていうこと、なかなか公園と

いう性格上、保護者が常にいるということではないので、難しい問題で

はあるんですけれども、そういう安全面とか、子どもたちが、それぞれ

遊べるような工夫っていうのも今後していかなければならないっていう

ことではありますけれども、いかがでしょうか。何か、そのことについ

て。 

 

こんな、先ほどお話したＤＩＹパークでは、いろんな人がそれぞれや

りたいことを持ってきて、同じ場所でやってどんなふうになるかってい

うのを体験するっていうような場になっています。ですので、小さい子

どもさんを、ずっと年上の人が小さい子どもたちがどんなふうに遊んで

いるか、身近に、間近に見るっていうのはすごく大事なことだと思いま
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こども未来局長 

す。お互いに気をつけながら遊べるようになって、言葉で言うなり態度

で示すなりしていくのは大人の役目かなっていうふうにも思います。そ

ういった点で、ボールで遊んだらちっちゃい子に危ないから禁止とか、

あれは駄目これは駄目ではなく、お互いにうまくやっていくってことを

身につけられるような、応援できるような、そういう場所かなと思いま

す。危ないから分けないといけないというやり方はしない方がよいじゃ

ないかと私は思っています。 

 

はい、ありがとうございました。公園にいる大人が指示とかするんじ

ゃなくって、やはり気づかせていくということ、そしてやっぱり公園を

使っていく中で成熟していくっていうことだと思います。それぞれがそ

の遊び方を、いろいろな問題は出てくるかもしれませんけれども、やは

り成熟したその遊び方っていうものにしていかなければならないってい

うことの一つの提案かもしれません。そういう問題がこれからも出てく

ると思いますので、やはり公園のその使い方が充実してくればと思いま

す。またいろいろな課題も出てくると思いますので、またこういう会議

の場で出していただければと思います。 

 

他にいかがでしょうか。よろしいでしょうか。それでは、皆様からご

意見や今気づいておられることなどをいろいろと出していただきまし

た。ありがとうございました。それでは、次第３に進みたいと思いま

す。その他についてですが、事務局からお願いします。 

 

皆様のご意見をいただき共有させていただきましたので、特にござい

ません。 

 

特にその他についてないということでございますので、本日予定して

おりました案件すべてを終了することができたということでございま

す。皆様のご協力に感謝申し上げたいと思います。ありがとうございま

した。それでは進行を事務局へお返しいたします。 

 

委員の皆様本日はどうもありがとうございました。 

西川会長様、委員の皆様、本日はご審議いただきありがとうございま

した。 

それでは閉会に当たり、米原市くらし支援部こども未来局長からご挨

拶を申し上げます。 

 

米原市くらし支援部こども未来局長の口分田です。 

閉会にあたりまして一言ご挨拶申し上げます。 

委員の皆様方には、長時間にわたり審議会の円滑な運営にご協力いた

だきありがとうございました。西川会長におかれましては、円滑な議事
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進行をいただき誠にありがとうございました。また、オンライン会議形

式による審議会ということで、委員の皆様には大変ご不便をおかけした

わけでございますが、うまく会議も整ったということで喜んでいるとこ

ろでございます。 

本日の会議は、令和４年度の事業に向けた、「小規模保育事業の認

可」や「特定教育・保育施設等の「利用定員」の設定について」などを

中心に議論をいただいたわけでございますけれども、本日いただきまし

た皆さんからのご意見を参考に令和４年度事業を進めていきたいと思い

ます。 

令和３年度の他の事業につきましては、昨年度に引き続き、コロナ禍

ということで、いろいろな事業の計画や内容を中止したり変更するよう

なこともたくさんあったわけでございますが、工夫しながら何とか事業

の推進に努めてきたところでございます。 

また、３月も終わりすぐに４月になりますけれども、令和４年度につ

きましても、家庭、地域、学校、園、企業、行政がつながりを深め、地

域社会全体で子育ち・子育てを支援していくというようなことで、米原

市で暮らすことが、子育てをすることが楽しいと思えるようなことを実

現していきたいと考えています。 

今後とも委員の皆様方のご支援、ご指導を賜りますようよろしくお願

い申し上げます。本日はどうもありがとうございました。 

 

会議の公開・非公開

の別 

■公開 傍聴者： ０人 

□一部公開 

□非公開 

一部公開または非公開とした理由 

（                              ） 

会議録の公開・非公

開の別 

■開 示 

□一部開示（根拠法令等：                    ） 

□非 公 開（根拠法令等：                    ） 

全部記録の有無 
会議の全部記録  □有  ■無 

録音テープ記録  ■有  □無 

担当課 こども未来部子育て支援課 

 


